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厚生労働省が改正した「食品中の放射性セシウムスクリーニング法」では、対象食品は一般

食品となっており、「飲料水、乳及び乳製品」は対象食品から除かれています。 

「飲料水、乳及び乳製品」を測定した場合の測定値は、あくまでも参考値としての取り扱い

をして下さい。 
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はじめに 

はじめに                               

【注意点】 

・測定する試料は、依頼者本人が試料前処理を行って測定所に持参してください。  

・測定に必要な試料の量は、固形物１kg または液体１リットルとなります。 

※１kg、１リットルに満たない場合は、正しく測定できないため受け付けません。 

・測定する試料は常温に戻してから行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・測定に使用する容器は V-11 容器が基本です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本体のフタを開閉するときは、指などを挟まないように注意してください。 

測定器のとがった部分などにぶつからないように注意してください。 
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はじめに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・測定を行う担当者は、汚染防止の為マスク・ゴム手袋を着用してください。 
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１．試料前処理 
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試料前処理－前処理のポイント－ 

前処理のポイント                           

●固体の場合 

例）りんごの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・正確な値を出すため通常は食べない部分を切り落とし、細かくみじん切りにします。 

（iPad 版では動画） 

 

 



 

 －5－ 
 

試料前処理－飲料水－ 

１-１．飲料水                            

●準備するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・測定用の飲料水２リットル 

・フタやキャップ付の２リットルのペットボトル 
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試料前処理－飲料水－ 

 

●前処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・容器の内側と外側を十分にすすぎます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・測定する飲料水を２リットル容器に満水にします。 

 ・こぼれないようキャップをしっかりと閉めます。 
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試料前処理－牛乳－ 

１-２．牛乳                             

●準備するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・測定用の牛乳１リットル 

・フタやキャップ付の１リットルのペットボトル 

※既に牛乳パックなどの容器に入っているものは、前処理は不要です。 
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試料前処理－牛乳－ 

 

●前処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・容器の内側と外側を十分に洗浄します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・測定する牛乳を１リットル容器に移します。 

 ・こぼれないようキャップをしっかりと閉めます。 
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試料前処理－果物－ 

１-３．果物                             

●準備するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・測定用の果物１kg ・包丁 ・まな板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・未使用のポリ袋２枚 
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試料前処理－果物－ 

 

●前処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・包丁とまな板を十分に洗浄します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・果物を水道水できれいに洗浄します。 
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試料前処理－果物－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・通常は食べない部分を切り落とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・包丁で細かくみじん切りにします。 
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試料前処理－果物－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・みじん切りにした果物をポリ袋に１kg 入れます。 

・みじん切りの際に出てくる汁も捨てずにポリ袋に入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ポリ袋の口をしっかりと縛り、さらにもう１枚のポリ袋で２重にしてしっかり口を塞ぎます。 
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試料前処理－葉物野菜－ 

１-４．葉物野菜                           

●準備するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・測定用の葉物野菜１kg ・包丁 ・まな板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・未使用のポリ袋２枚 
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試料前処理－葉物野菜－ 

 

●前処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・包丁とまな板を十分に洗浄します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・葉物野菜を水道水できれいに洗浄します。 

 



 

 －15－ 
 

試料前処理－葉物野菜－ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・通常は食べない部分を切り落とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・包丁で細かくみじん切りにします。 
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試料前処理－葉物野菜－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・みじん切りにした葉物野菜をポリ袋に１kg 入れます。 

 ・みじん切りの最中に出てくる汁も捨てずにポリ袋に入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ポリ袋の口をしっかりと縛り、さらにもう１枚のポリ袋で２重にしてしっかり口を塞ぎます。 
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試料前処理－魚類（小型）－ 

１-５．魚類（小型）                         

●準備するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・測定用の小型の魚１kg ・包丁 ・まな板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・未使用のポリ袋２枚 
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試料前処理－魚類（小型）－ 

 

●前処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・包丁とまな板を十分に洗浄します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・魚を水道水できれいに洗浄します。 

 



 

 －19－ 
 

試料前処理－魚類（小型）－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・包丁で細かくみじん切りにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・みじん切りにした魚をポリ袋に１kg 入れます。 

  ・みじん切りの際に出てくる汁も捨てずにポリ袋に入れます。 

 

 



 

 －20－ 
 

試料前処理－魚類（小型）－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ポリ袋の口をしっかりと縛り、さらにもう１枚のポリ袋で２重にしてしっかり口を塞ぎます。 

 



 

 －21－ 
 

試料前処理－魚類（中・大型）－ 

１-６．魚類（中・大型）                       

●準備するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・測定用の中・大型の魚１kg ・包丁 ・まな板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・未使用のポリ袋２枚 

 



 

 －22－ 
 

試料前処理－魚類（中・大型）－ 

 

●前処理 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・包丁とまな板を十分に洗浄します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・魚を水道水できれいに洗浄します。 

 



 

 －23－ 
 

試料前処理－魚類（中・大型）－ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・魚の頭・中骨・内臓を取り除きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・身の部分を包丁で細かくみじん切りにします。 

 



 

 －24－ 
 

試料前処理－魚類（中・大型）－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・みじん切りにした魚をポリ袋に１kg 入れます。 

 ・みじん切りの際に出てくる汁も捨てずにポリ袋に入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ポリ袋の口をしっかりと縛り、さらにもう１枚のポリ袋で２重にしてしっかり口を塞ぎます。 

 

 



 

 －25－ 
 

試料前処理－米－ 

１-７．米                              

●準備するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・測定用の米１kg 

 ・未使用のポリ袋２枚 

 



 

 －26－ 
 

試料前処理－米－ 

 

●前処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・米をポリ袋に１kg 入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ポリ袋の口をしっかりと縛り、さらにもう１枚のポリ袋で２重にしてしっかり口を塞ぎます。 

 

 



 

 －27－ 
 

試料前処理－豆類－ 

１-８．豆類                             

●準備するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・測定用の豆類１kg ・包丁 ・まな板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・未使用のポリ袋２枚 

 

 



 

 －28－ 
 

試料前処理－豆類－ 

 

●前処理 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・包丁とまな板を十分に洗浄します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・豆を水道水できれいに洗浄します。 
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試料前処理－豆類－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・通常は食べないサヤの場合は取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・包丁で細かくみじん切りにします。 

 

 



 

 －30－ 
 

試料前処理－豆類－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・みじん切りにした豆をポリ袋に１kg 入れます。 

 ・みじん切りの最中に出てくる汁も捨てずにポリ袋に入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ポリ袋の口をしっかりと縛り、さらにもう１枚のポリ袋で２重にしてしっかり口を塞ぎます。 

 



 

 －31－ 
 

試料前処理－肉類－ 

１-９．肉類                             

●準備するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・測定用の肉１kg ・包丁 ・まな板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・未使用のポリ袋２枚 

 



 

 －32－ 
 

試料前処理－肉類－ 

 

●前処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・包丁とまな板を十分に洗浄します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・包丁で細かくみじん切りにします。 

 

 



 

 －33－ 
 

試料前処理－肉類－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・みじん切りにした肉をポリ袋に１kg 入れます。 

 ・みじん切りの最中に出てくる汁も捨てずにポリ袋に入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ポリ袋の口をしっかりと縛り、さらにもう１枚のポリ袋で２重にしてしっかり口を塞ぎます。 
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 －35－ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．測定準備 
 

 

 



 

 －36－ 
 

測定準備 

２．測定準備                             

【起動】  

・パソコンの電源を入れます。 

・パスワードに「aloka1」と入力します。 

 

 

 

 

・「食品放射能分析」アイコンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・メインメニューが開きます。 

 

 

 



 

 －37－ 
 

測定準備 

【ハードウエアの調整】 

「高圧電源の ON」 

・メインメニューの「ハードウエア調整」ボタンをクリックして画面を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・画面が開き、自動的に高電圧がＯＮになります。 

 

 

 

 

 

 

・検出器が安定するまで５分待つように指示するダイアログが表示されます。 

 

 

 

 



 

 －38－ 
 

測定準備 

 

「ピーク位置の調整」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・塩化カリウムボトルを本体にセットします。（フタは閉めません） 

 

 

 

 

・「○開始」ボタンをクリックして測定を開始します。 

 



 

 －39－ 
 

測定準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・しばらく測定して表示フラグ（赤色線）が K-40 のピーク中心位置になっているか確認し 

ます。表示フラグ（赤色線）を K-40 と書かれている山に移動させます。 

 

 

 

 

・ピーク中心位置がずれている場合は「ピーク位置調整」ボタンでピーク位置の調整を行い 

ます。 

 

 

 

 

・ピーク位置調整を行い、「×消去」ボタンをクリックすると、新たに調整後のスペクトル 

が表示されるので、位置を確認します。 

 

 

 

 

・表示フラグと K-40 のピーク中心位置について確認できれば「測定制御」欄の「停止」を 

クリックし、画面右上の“閉じる”ボタンでウィンドウを閉じます。 

 

 

 



 

 －40－ 
 

測定準備 

【バックグラウンドの測定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・メインメニューの「バックグラウンド測定」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本体に試料がないことを確認して「コメント」＝日付等、「測定時間」＝「自動測定分析」

の「測定時間」と同じかそれよりも長い時間を入力し、「このﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞを次回以降の分析

に使用する」欄にチェックを入れる。 

・「測定開始」ボタンをクリックします。 

・測定時間が経過すると結果が表示されますので、「閉じる」ボタンをクリックします。 

・このバックグラウンドの測定は、朝一番とお昼の２回行います。 

 

 



 

 －41－ 
 

測定準備 

【試料の重量と移し替え】 

・空のＶ－１１容器内にポリ袋を入れてフタをした状態の重さを測定しメモしておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・容器内のポリ袋に測定依頼者から持ち込まれた試料を移し替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・容器内に隙間が無いように詰め込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ポリ袋の口を閉じてフタをします。 
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測定準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・測定試料が入った容器ごとの重さをはかります。 

・試料が入っている容器の重さから空の容器の重さを差し引き、試料のみの重さを計算しメ 

モしておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本体の取っ手を持ち上げてロックを解除してからフタを開きます。 

 

 



 

 －43－ 
 

測定準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・試料容器を本体に入れてください。 

 ・フタをして取っ手をロックします。（開閉の際には、指等を挟まないよう十分に注意して 

ください） 
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 －45－ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．測定 
 

 

 



 

 －46－ 
 

測定 

３．測定                               

【自動測定分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・メインメニューの「自動測定分析」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「自動測定分析」画面が開きますので、各項目欄に情報を入力します。 

 「試料名」       ：品名など 

 「産地」         ：地名など 

 「検体番号」     ：通し番号の数字など 

「依頼者」     ：個人名、企業名など 

  「分類」      ：必要であれば入力する 

  「コメント」    ：必要であれば入力する 

  「測定試料重量」 ：容器の重さを除いた正味の試料の重さを入力 



 

 －47－ 
 

測定 

 

「測定試料タイプ」：「水」「土」「有機物」を選択 

          「水」＝水のみです。液体という意味ではありません。 

          「土」＝土壌のみです。 

          「有機物」＝全ての食品です。 

  「測定時間」     ：「２０」を入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「測定開始」ボタンをクリックすると、「測定を開始します」ダイアログが表示されますの 

で「OK」をクリックすると測定が開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 －48－ 
 



 

 －49－ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．測定結果 
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測定結果 

４．測定結果                             

【測定結果の印刷】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・測定が終了すると自動的に分析を行いデータが保存されて、結果帳票が印刷されます。自 

動的に印刷されない場合は、「帳票印刷」ボタンをクリックします。 
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測定結果 

 

【保存データの確認】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・メニュー画面の「再分析・再出力」をクリックします。 

 

【保存データの検索】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・検索条件欄に検索する項目を入力し「検索」ボタンをクリックすると、該当するデータが 

表示されます。検索条件欄に何も入力せずに「検索」ボタンをクリックすると、保存され 

ている全てのデータが表示されます。 
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測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・検索されたデータの行をダブルクリックすると「再分析・再出力」画面が表示されます。 

 

 

【保存データの再印刷】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「再分析・再出力」画面で「帳票印刷」ボタンをクリックすると、再印刷ができます。 
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測定結果 

 

【保存データの入力条件の修正】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・入力項目を修正したい場合は、「試料コメント」入力欄を修正して「再分析」ボタンをク 

リックします。 

・修正した内容が反映されデータが上書きされます。 
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５．後処理 
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後処理 

５．後処理                              

【容器の洗浄】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・検出器から容器を取り出します。 
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後処理 

 

・容器のフタを開け試料を袋ごと取り出し、指定の容器に格納します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・容器を流水で洗浄します。 

※測定器は水に弱いため洗った容器を再度使用する際は、よく水分をふき取り乾かした状 

態でご使用ください。 
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６．不具合の対処 
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不具合の対処 

６．不具合の対処                           

【測定時に分析が終わらない現象】 

・食品放射能測定システムのソフトウェアＶ2.0 において、サンプル測定時に測定時間が終 

了しているにも関わらず、分析が終了せずに画面がフリーズしてしまっているように見え 

るという現象が起こることがあります。また、その状況で、再度測定を開始しても開始処 

理が終了しないという現象も併せて起こる可能性があります。 

 

＜現象が起こった場合の対処＞ 

・測定を中断し、自動測定分析画面を閉じます。（試料は本体から取り出さないでくだ 

さい） 

・中断できない場合は、ソフトウェアを強制終了させてください。 

・その後、メインメニューも終了していただき、ＨＶを Off にするか聞かれますので、 

 「いいえ」を選択します。 

・再度、食品放射能分析アイコンをクリックし、メインメニューを開きます。 

・メインメニューから自動測定分析をクリックします。（この際に違うメニューは選択 

しないで下さい。） 

・測定時間に既存の時間+0.1 分を入力し、自動測定分析画面で、「拡張機能」から「延 

長測定」を選択します。 

・６秒後測定が終了し、データが保存されます。 
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不具合の対処 

 

【バックグラウンド測定時の放射性セシウムの検出】 

・食品放射能測定システムにてバックグラウンド測定を行う際に放射性セシウムを検出する 

場合があります。 

・バックグラウンド環境にて、放射性セシウムの影響による線量率にの高い地域では、設置 

場所によって外因性の放射性セシウムが鉛で完全には遮へいされずに検出器に影響する可 

能性があります。但し、空気中の浮遊物に放射性セシウムが付着している場合は、フタを 

開けた際に、内部に入ってしまう可能性もあり、外因性とは言い切れない場合があります。 

  

＜バックグラウンド測定にて検出した場合の測定の信頼性＞ 

   ・食品放射能測定システムはバックグラウンド測定にて検出した核種に対して、サンプ 

ル測定から自動的に減算する機能を有しておりますので、バックグラウンドで検出を 

していても、サンプル測定の放射能濃度に影響することはありません。 

  

＜バックグラウンド測定での結果が外因性か、内因性かを判断する方法＞ 

   １．バックグラウンドを測定し、放射性セシウムが検出するかを確認します。 

   ２．検出していれば、フタを開けて、内部を水に濡らした布にてふき取り、乾いた清潔 

な布にて水分をふき取ってください。 

   ３．再度バックグラウンド測定を行い、検出するかを確認します。 

   ４．検出する場合は、外因性の放射性セシウムの可能性が大きいと思われます。 

 

  ＜バックグラウンド測定を複数回行った際の検出、不検出の判断に関して＞ 

・バックグラウンド測定時の検出レベルが小さい場合は同時間で複数回測定した場合に 

検出する場合と、ＮＤとなる場合があります。測定時間を長くすることで、安定して 

検出されるようになりますので、長い時間測定したバックグラウンド結果を測定時に 

使用してください。 
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７．食品放射能測定システムに 

関しての Q&A 
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食品放射能測定システムに関しての Q&A 

７．食品放射能測定システムに関しての Q&A               

 

Q1．BG 測定時に放射性セシウムが検出される 

A1．鉛遮へいは外来から飛んでくる放射線を 100%遮へいすることは出来ません。そのため 

外因性の放射性セシウムが多い場合は時間によっては検出してしまう場合があります。 

 

Q2．BG 測定時に K-40 が検出される 

A2．K-40 は自然界に存在する天然放射性核種のため、測定時間によっては、検出されるこ 

とがあります。また、検出器内に含まれるｶﾞﾗｽにも K-40 が含まれているため、検出さ 

れる可能性があります。また、長時間の測定では高い確率で検出されます。 

 

Q3．BG 測定時に I-131 が検出される 

A3．現在 I-131 が検出されることはありえないのですが、他の放射性核種である Pb-214 

が I-131 と近いエネルギーを持っているため、Pb-214 を I-131 として検出されること 

があります。 

 

Q4．BG 測定時に同時間で測定した際に、検出する場合や、ND となる場合がある。 

A4．測定時間が十分でない場合、検出したり、ND となったりする場合があります。BG 測定 

は可能な限り長い時間で測定することをお薦めします。測定時間を長くすることで、安 

定した測定が可能になります。場所にもよりますが、夜間に 3時間程度の BG 測定を行 

うことで、BG 測定時の検出は安定すると考えられます。夜間の測定の場合は温度変化 

に注意してください。 

 

Q5．サンプル測定時に同時間で測定した際に、検出する場合や、ND となる場合 

がある。 

A5．上記 4の BG の揺らぎがある場合、サンプル測定時にも同様に揺らぐことがあります。 

BG 測定時間を長く測定した結果を使用した上で、測定を行います。 

その上で検出した場合は、放射能濃度±誤差の範囲内に検出限界値がある場合は、検出 

したり、ND となることがあります。実際にどの程度放射性セシウムが含まれているか 

判断する場合は、測定時間を長くする必要があります。 
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食品放射能測定システムに関しての Q&A 

 

Q6．BG 測定時に放射性セシウムが検出している場合の内部汚染の判定のやり方 

A6．BG 測定時に放射性セシウムが検出している場合は、計数率が表示されます。翌日 BG 測 

定を行った際に計数率が昨日の計数率の誤差範囲を超える場合内部汚染の可能性があ 

るため、検出器及び、内部を水で濡らして絞った布でふき取り、乾燥した清潔な布で水 

をふき取ってください。 

 

Q7．同一サンプルを測定しても結果が異なる 

A7．測定結果には放射能濃度±誤差が表示されます。同一サンプルを測定しても、この誤差 

範囲内で測定値は変動する可能性があります。誤差の範囲を超えて検出される場合には 

ピークがずれている可能性がありますので、ハードウェア調整をやり直してください。 

ピークは温度変化によってずれる可能性があります。可能な限り温度変化の無い環境に 

て測定することを推奨いたします。 

また、同一サンプルを詰めなおした場合は、詰め方や、位置による誤差が含まれるため 

ピークの位置がずれていなくても誤差の範囲を超える可能性があります。 

 

Q8．高圧異常が発生する 

A8．高圧異常が発生した場合は、故障の可能性が考えられます。弊社営業担当にご連絡くだ 

さい。 

 

Q9．測定中に画面がフリーズしてしまう。 

A9．現在根本的な解決策を検討しておりますが、取り急ぎ説明資料を作成いたしましたので 

ご確認ください。中断が出来ない状況でも測定したスペクトルデータは残っております 

ので、ソフトウェアを閉じた後、再度ソフトウェアを立ち上げ自動測定分析をクリック 

していただき、延長測定を行っていただければ測定結果は残ります。その際に、サンプ 

ルは取り出さないでください。 

 

Q10．タケノコの水煮、豆の水煮等を測定する場合どの様な方法が良いか 

A10．通常の食品の測定と同様に缶詰から中身を出し細かく刻み、所定の V-11 容器（900cc）

につめて測定して下さい。 
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食品放射能測定システムに関しての Q&A 

 

Q11．容器一杯に入れても嵩がかせげない時には、水を入れて測定しても良いと 

聞いたが、どうなのか？ 

A11．V-11 容器に均一にすりきりにつめていただく必要があります。通常の食品は水には溶 

けませんので、 均一にすることは難しいため、正確な測定は出来ません。 

 

Q12．乾燥椎茸、切干大根等の乾物の測定はどうすれば良いか？ 

A12．通常食べる状態に戻して（水で戻す）、細かく刻み、V-11 容器につめて測定して下さい。 

 

Q13．検出する可能性のある天然核種はどのようなものがあるか 

A13．A3 でも回答しております Pb-214 が I-131 として検出する可能性があります。また、 

非常に少ない割合ですが、Bi-214 の影響で 768keV に出てくるため、Bi-214 の存在が多 

い場合には、Cs-134 として検出する可能性があります。Bi-214 の主なエネルギーであ 

る 609keV のエネルギーが Cs-134 の 605keV 付近に出ますが、本システムでは Cs-134 の 

放射能濃度換算には 795keV のエネルギーを用いているため、Cs-134 としては、検出さ 

れません。但し、ピークがずれている場合には Cs-137 として検出される可能性はあり 

ます。 

 

Q14．Tl-208 は検出される可能性があるか。 

A14．Tl-208 から放出される主なエネルギーは 581keV のため、Cs-134 の 605keV 付近に出ます 

上記 A13 の Bi-214 の 609keV と同様の理由で Cs-134 としては検出されません。 

 

Q15．測定結果が ND のときと、検出されたときで数値が異なる。 

A15．測定結果が ND のときは ROI を広くして検出限界判定を行っており、検出したときは実 

際のピークの幅にて検出限界を算出しているため、ND の時の検出限界値のほうが高く 

なります。 

 



 

 －67－ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書 名：福島県放射能簡易分析装置 測定マニュアル 

 ＣＡＮ－ＯＳＰ－ＮＡＩ  

 

発行日：２０１２年４月１日 

発 行：福島県 

    〒960-8670 

福島県福島市杉妻町 2-16  

電話 024-521-1111(代表) 

 

制 作：福島県環境計量証明事業協会 

 

 

 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


